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1.　はじめに
　いまや観光地として栄えるキューバの宣伝文句のひとつに、「人種差別のない国」とい
うものがある。その多種多様な人種は白から黒まできれいにグラデーションをつくること
ができるほどであるという。キューバではこうした多くの人種が差別されることなく平等
に暮らしているとされてきた。しかし 1990年から続く特別期間1）において、存在しない
はずの人種差別の実態が浮き彫りになってきている。いままで隠されてきた人種問題に対
して市民による運動が展開され、人種への意識が徐々に変わりつつあるのである。本稿で
はまず、先行研究を参考にしながらキューバにおける人種問題の歴史を振り返り、問題の
所在と特殊性を明らかにする。続いて、2013年 8～9月に筆者自身が行なったアンケート
調査の結果にもとづき、現在の人種主義に対する市民の意識を分析する。
2.　キューバの人種主義の歴史
　2─1.　人種主義の形成と定着
　1492年、コロンブスによってキューバは発見された。その頃のキューバおよび先住民
の研究は、先住民が絶滅してしまったという事実からもいまだ難しい。神代は当時のキュ
ーバについてこう紹介している。その頃のキューバには少なくとも 5つの先住民部族がお
り、およそ 11万人が全土で生活していた。しかしスペインによる征服、植民が開始され
た 16世紀より先住民の数は減少し、スペイン人との混血化も進み、絶滅した。その一方
で先住民労働力の減少に伴い、大陸の先住民やアフリカの黒人が奴隷として輸入された
（神代，2010，pp. 10─33）。こうしてキューバは大きく分けて白人と黒人と混血という人種が
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6共存する社会となったのである。スペイン統治下において、主要産業であった砂糖産業が
成長する 19世紀前半には奴隷の数が増え、統計では「黒人あるいはムラート」の数がキ
ューバ全人口の過半数を占めるほどにまでなった（工藤，2002，p. 223）。
　その後独立戦争が起こり、キューバにとっての転換点となった。1868年から 1878年ま
での約 10年間にわたる第一次独立戦争と、1895年から 1898年まで続いた第二次独立戦
争があり、これら二つの戦争は宗主国スペインからの民族の解放と独立とを主たる目的と
している点で共通性を持っていたが、第一次独立戦争においては「黒人奴隷の解放」とい
う課題もあげられていた。そして、第一次独立戦争で「民族独立」は達成されなかったも
のの、奴隷解放は部分的に実現し、1886年の奴隷制度の完全撤廃への足がかりとなった
（神代，2010，p. 103）。第二次独立戦争は、第一次独立戦争で達成されなかった「民族独立」
のために始まったが、アメリカ合衆国の介入によって、形式的な独立を勝ち得ただけに終
わった。キューバはアメリカ合衆国の半植民地になってしまったのである。
　まだアメリカ合衆国の支配下にあった 1940年に、新しいキューバ共和国憲法が制定さ
れた。そこには「人種差別の禁止」が定められていたが、実際に取り締まるための法律は
なかった。さらに一部娯楽施設では「人種分離制度」があり、教育分野においても私立学
校では経済的あるいは社会的な理由から実質的に黒人を受け入れない学校もあり、また職
業や収入の面でも人種間に明らかな差があった（工藤，2002，p. 223）。
　2─2.　人種主義のタブー化
　1959年から続くキューバ革命政府による人種に対する取り組みとして、第一に平等主
義があげられる。平等が実現されて白人も黒人も皆平等になれば、差別なども自然と解消
されるだろうと考えられたのである。そのために教育や医療は無償化され、所得格差は見
直され、公共料金も下げられ、人種分離制度が撤廃された。1961年に実施された識字運
動では教科書に「人種差別」という章題が設けられ、人種差別撲滅の必要性を説明する活
動も行われた。しかし、以上をもってしても「政府が国内の人種差別の解決を直接の目標
として掲げ、取り組んだ措置はおそらくこれくらいではなかろうか」（工藤，2002，p. 225）
と工藤は述べている。そしてこれ以後、キューバにおいて「人種差別」を論じることは政
治的タブーとされ、社会的に問題とされることはなくなったのである。さらに 1962年の
第二ハバナ宣言では、「人種と男女の差別を撤廃した」と明示されたことから（工藤，2002，
p. 226）、この頃にはキューバ政府が国内では人種差別の問題が完全に解決したと判断をし
ていたことは明らかである。
　2─3.　人種主義の再可視化
　革命勝利後、1961年にアメリカ合衆国との交易が断絶してから、キューバの主要貿易
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相手国はソ連や東欧諸国であった。しかし、1989年以降の東欧諸国の旧体制の崩壊とソ
連の消滅は、当時から輸入依存が非常に高かったキューバに対して経済的に深刻な影響を
与えた。この事態を受けてキューバ政府は 1990年 8月に「平和時の非常時」を宣言した。
非常時体制下においては緊縮政策がとられ、配給制度や厳格な統制経済がしかれることと
なった。さらに、1991年 10月に行われたキューバ共産党第 4回大会において、経済困難
の回復のための施策として「観光事業の推進」と「海外資本の誘致」が挙げられた（新藤，
2000，pp. 19─22）。
　こうした経済改革の結果、1994年頃に最悪となった物資不足こそ克服されたものの、
ドルを手に入れることが難しい人にとっての生活はかなり厳しいものとなってしまった。
一般家庭において、食料品や日用品などを買うには普通の給料の倍の収入が必要となる。
不足分は副収入で補填しなければならないが、大学卒業者は専門分野での副業が禁止され
ているために、大学卒業の直前に中退するものさえ現れた。医師や教師はドルによる追加
収入が見込めないために、なり手が少なくなり、人手が不足するという事態も起こった
（新藤，2000，p. 9）。1992年になると、観光部門で働く人がチップを受け取ったり、外資と
合併した企業で働く人がドルで報奨金を受け取ったりすることで、国営企業で働く人との
間に格差が生まれ、それは徐々に広がった（新藤，2000，p. 31）。この格差の拡大を背景に、
解決されたはずの人種差別の存在が浮き彫りになってきたのである。工藤は、ドル収入が
可能な観光業への就業や国外にいる家族からの送金の機会を、黒人よりも白人のほうが多
く得ているとする研究結果がある、と述べている（工藤，2012，pp. 213─214）。「かつてあっ
た『公平な社会』─少なくとも国民がもっていたそのような認識─は急速に過去のも
のとなった」のである（工藤，2010，p. 102）。さらに工藤は、こうした人種差別の要因とし
て近年の経済不況だけでなく、国民がもともと持っていた黒人・混血（ムラート）に対す
る意識、すなわち歴史的に作られた負のイメージが大きいと論じる（工藤，2012，p. 215）。
　人種差別については、1998年に行われたキューバ作家・芸術家協会（UNEAC）第 6回
総会においてそれをテーマとした議論がなされた。大会に出席していたフィデル・カスト
ロは人種差別の問題について分析する必要性があると発言した。これは、人種差別の問題
に対し何かしら取り組まなければならない、という政権による意思の表明であり、1962
年以来初めてのことであった（工藤，2010，p. 103）。
　これに先駆けて、若者たちは 1990年代初期からヒップホップ音楽や美術作品を通して、
人種差別を訴えていた（工藤，2010，pp. 103）。ヒップホップは 80年代頃から若者たちのあ
いだに広まり、1995年からは毎年ハバナでヒップホップのフェスティバルが行われるよ
うになった。社会主義国家であるキューバでは、国内での公式な文化活動は政府の文化政
策のもとで実施されるが、ヒップホップはそうした政策に適さないものとみなされてき
た。政府はアメリカ合衆国やイギリスの文化が広まることを快く思っていなかったのであ
8る。しかし 1999年、ラップにも市民権を与えるという当時の文化大臣の公言を皮切りに、
若者のラップ音楽の活動を奨励するようになった（工藤，2006，pp. 192─195）。政府にとっ
て、これは、ラップという若者の思いや不満を吐き出させる場を与えることによって、ヒ
ップホップ音楽の活動を政府の管轄下に置くことを意味した。他方、ラッパーたちにとっ
ては直接的な言葉で社会問題や人種差別を訴えることこそできないものの、キューバ革命
やそこからつながる今の政府を全否定せずに、社会の不満や黒人に対する扱いへの思いを
ラップで表現する場を得ることを意味した。お互いが歩みよることで、社会問題に関して
市民がその思いを訴える手段を得ることができたのである。
　さらに、学術分野では 1996年に評論誌『Temas』（論題、テーマの意味）が人種問題に
ついての論文を掲載した2）。これらの取り組みは 90年代からの経済的要因からようやく
再認識された人種問題に対し、およそ 30年ぶりに政府や一部の知識人や活動家が関心を
持ち始めた証拠である。しかし、こうした問題意識はすべてのキューバ国民が共有できて
いるわけではなく、いまだにキューバでは人種差別は存在していないと言う人も多い（工
藤，2002，p. 227）。
　2─4.　人種主義をめぐる思想
　人種差別の存在を認めないのは白人ばかりでなく、ムラートや黒人にも多い。これにつ
いて、人種という概念それ自体の認識が「無効化」されてきた結果である、と工藤は論じ
る。「キューバにおける人種平等は、それぞれの『人種』の存在を相互に認めた上での対
等な関係としてではなく、人種概念そのものを無効とすることで初めて成り立つ関係」
（工藤，2002，pp. 233─234）なのである。いまだ「人種」に関する差別的固定観念が残り、そ
れが具象的に現れているにもかかわらず、国民の間にこの「無効化」が信じられているの
は、単に政権が「人種差別は解決した」と公言したことのみによるものではない。
　「キューバの使徒」と呼ばれ、キューバ独立運動の指導者であったホセ・マルティ
（1853─95）はフィデル・カストロが自分の師として仰ぐ人物である。そのため、フィデ
ルの思想はマルティに傾倒するところが大きく、演説や執筆において彼の言葉を多々引用
してきた。マルティが独立運動のなかで人種問題について論じたものとして、まず「われ
らのアメリカ」があげられる。1891年に発表されたこの論文のなかで、マルティは「人
種間の憎しみはない、なぜなら人種は存在しないから」と述べている。また、1893年
『私の人種』という随筆のなかで、「キューバには人種戦争の恐れはない。人間とは白人以
上、ムラート以上、そして黒人以上のものである。キューバ人とは白人以上、ムラート以
上、そして黒人以上のものである」と述べた。これらの言葉からホセ・マルティは、独立
が達成された先において、人種間の争いや衝突、差別がなくなり、「人種融和の中に統合」
されるとし、「キューバ国民は人種概念を超越したところに実現する」と主張していたの
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である（工藤，2002，p. 236）。
　また、民族学者のフェルナンド・オルティス（1881─1969）は、「アフロキューバ」と
呼ばれるアフリカ的、黒人的な文化に関する研究で多くの文献を残しており、キューバ文
化研究の第一人者である。彼の著作は社会主義国家ゆえに出版の全てが国家の統制の下で
行われている現状においても再版されるほど、今でも支持されている3）。彼の主張の重要
な点は「文化の混血性をキューバ文化の特徴として指摘しただけでなく、それを人種的・
社会的差別の超克という問題と重ね合わせて語った」ことである、と工藤は論じる。1934
年に行なった講演でオルティスは、「人種によって決定される社会的規制を徐々に無意味
なものと考え始めたことで、おそらく私たちは、全てのキューバ人が肯定的な可能性をも
てる時期に到達しつつある」と述べている。
　さらに、キューバにおける様々な人種が融合することが重要であるとし、1939年に行
われた講演ではそのキューバ性を「アヒアコ」というキューバ料理にたとえた。「アヒア
コ」とはキューバの家庭料理で、さまざまな野菜、肉類を鍋で煮込んだシチューのような
ものである。本来、長時間鍋で煮込まれたアヒアコは食べる分だけを取り、残りは引き続
き新しい材料を加えて煮込まれる。こうして底のほうの材料はとろけて混ざった濃厚なス
ープとなり、上の方にはまだ形を残した具材が浮かぶことになる。「アヒアコ」自体が、
様々な文化、人種の混在あるいは融合に非常に酷似しているとオルティスは主張したので
ある。このようなキューバの特徴のイメージをもってその独自性を表現し、社会の安定、
「普遍的な平和」へ向かうための非人種化の過程と、その正当性を示そうとした（工藤，
1997，pp. 65─67）。
　マルティやオルティスのこうした主張は「人種を無効としたところにキューバ国民の理
想の姿」が追求されてきた結果でもあるという。またこの人種それ自体の認識を改めて強
調することは国民統合さえも揺るがしかねない、非常に慎重に進めなければならない問題
でもある（工藤，2002，pp. 232─239）。
　キューバにおける人種問題は大きく二つにまとめられる。ひとつは人種差別の存在であ
る。革命政権のおこなってきた平等政策によって解決されたとして、人種主義について語
ることさえもがタブー視されてきた結果、覆い隠された黒人に対する固定観念が生き続け
ることになった。そして近年の経済不況により、その実態が浮き彫りになったのである。
もうひとつはそれ以前から続く人種に対する国民の意識の問題である。そこには、政府に
よるタブー視だけでなく、マルティやオルティスの理想とする人種観が強く影響してい
る。本当の意味で未だ達成できていない「人種の無効化」が、人種問題の可視化を難しく
しているのではないか。こうした歴史的経緯のなかで、人種問題についてキューバ国民全
体が改めて意識を持ったところから、現在の見直しが始まり、さまざまな課題が明確にな
ってきた。そこで、今のキューバ国民の人種に対する意識の実態を探るべく、調査を行っ
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た。以下にその結果に基づいて考察を行う。
3.　「恋愛観」調査からみた人種観
　3─1.　調査概要
　2013年 8月から 50日間をかけて無作為に選んだキューバ人 100人（男女 50人ずつ）
にアンケート調査を行なった。政治的な質問を避けるため、「el amor　恋愛」というテー
マで 4つの質問─①相手の何を第一に見るか　②結婚する時に何を重要視するか　③恋
愛において人種を気にするか　④もし結婚するなら外国人とキューバ人のどちらと結婚し
たいか（国際結婚を望むかどうか）─を行い、そこからキューバ人の人種観や恋愛観に
ついて分析した。なお、4つの質問の他に年齢、既婚／未婚、離婚歴を尋ねた。
　調査は首都ハバナおよび 6つの地方都市（サンタ・クララ、オルギン、サンティアゴ ･
デ ･ クーバ、バラコア、トリニダー、シエンフエゴス）で行ない、それぞれハバナ 45名
（うち女性 25名）、サンタ・クララ 1名、オルギン 2名（うち女性 1名）、サンティアゴ ･
デ ･ クーバ 38名（うち女性 18名）、バラコア 1名、トリニダー10名（うち女性 4名）、
シエンフエゴス 3名（うち女性 2名）を調査対象とした（図 1）。
　平均年齢は男性 35.58歳、女性 37.58歳である。なおキューバでは 15歳から成人扱いと
なる。年齢別分布は表 1のとおりである。
　3─2.　調査結果と考察
　3─2─1.　相手の何を第一に見るか。
　この質問の目的は、パートナーの人選において人種観念が関係しているのかを調べるこ
とにあり、回答は表 2のとおりである。
　この質問に関し、特に人種を意識した回答はなかった。回答は身体的・外見的なものと
性格・内面的なものに分類したが、「目を見る」という回答については外面的要素と内面
的要素を表現するものとして、別分類とした。
　キューバにおける離婚率は高く、統計局の 2007年の調査によると公式な離婚は人口
1000人あたり 3.1人である。日本の 2011年の離婚が人口 1000人あたり 1.89人であるこ
とと比べても高く、非公式の離婚も含めるとさらに高くなると考えられる4）。今回の調査
における平均離婚回数は 0.73回、結婚経験者 56人の平均離婚回数は 1.78回であった。こ
れだけ離婚が当たり前であるにもかかわらず、この質問に関して結婚／離婚経験や年齢別
の特徴は特に見られなかった。「何度離婚しても再婚に積極的なキューバ人の姿には感心
させられる。だからといって恋愛に対して軽率なわけではない。彼らは常に本気で相手を
愛することに精力を傾けるのだ」（吉田，2008，pp. 56─57）と吉田が述べているように、キュ
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ーバでは人々が恋愛にかなりの情熱を注ぐことが、この調査結果からもわかる。
　また、例外的な回答はなかったが、同性愛を思わせる回答がいくつかあった。実際に女
性に扮した男性、男性 2人組のカップルにも質問をすることができた。人種に限らず恋愛
に非常にオープンなキューバの実態を感じることができた。しかしすべてに当てはまるも
のではないが、男女のカップル、夫婦に関しては、肌の色の似通った者同士の恋愛が割合
的に多いようにも感じた。後藤は「年月を経るとともに国民の差別意識もだんだん薄れて
きている」としながらも、キューバにおける「内なる人種差別」は残っており、それが結
婚に大きく影響していると指摘している（後藤，2001，p. 52）。
図１　キューバ地図（囲んであるのは調査地）
（出所）Google Map
表 2　「相手の何を第一に見るか」
回答の特徴 回答例 人数（男：女）
身体的・外見的特徴 体型、容姿、手、足、顔 35人（男 16：女 19）
性格・内面的特徴 心、愛情、気持ち、誠実さ、知性、理解、価値観 43人（男 25：女 18）
上記両方 12人（男 6：女 6）
「目」 10人（男 4：女 6）
（出所）調査結果より筆者作成
表 1　被調査者の年齢分布
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
男性 3人 20人 9人 9人 5人 3人 1人
女性 4人 15人 9人 11人 8人 4人 0人
合計 7人 35人 18人 20人 13人 7人 1人
（出所）調査結果より筆者作成
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　3─2─2.　結婚する時に何を一番重要視するか。
　この質問のねらいは、生活のパートナーとなりうる相手に求めるものを尋ねることで、
キューバ人の価値観や意識を探ることにある。回答では、「意思疎通、相互理解」がもっ
とも多く、19人（うち男性 9人、女性 10人）であった。次に多かったのが「尊敬」であ
り、14人（うち男性 5人、女性 9人）の回答を得た。この質問に関しても、人種を意識
するような回答はなかった。しかし、「異人種間の結婚は白人とアジア人、白人とアラブ
人の間では多いのに、白人と黒人の間では少ない。白人の両親だけでなく、黒人の両親も
反対するのである」と後藤が述べているように、本人たちの意思以外の要素において、人
種差別が行われている可能性は十分考えられる。また、黒人が多く住んでいる旧ハバナ市
街では白人と黒人の結婚が多く、しかも 35歳以下に非常に多いことから、革命後の世代
における意識が少しずつ変化しているという見方もある（後藤，2001，pp. 52─53）。
　そのほか特徴的なのは、男性のみの回答として「廉潔、献身的、性行為」、女性のみの
回答として「生活環境が整っていること、経済力」があげられていたことである。これら
から、男女間の平等が唱えられているキューバにおいても、男女の性別分業が徹底してい
ることが伺える。「キューバでは社会的な権利に男女の差別はない。しかし、家庭の中で
は男性と女性の役割ははっきりしている。（中略）しかし、そこに女性は不満を持っていな
い」と、吉田は男性優位主義（マチスモ）の傾向があることを指摘する。しかし、それは
女性が社会に進出できていないという証拠ではない。革命以前の女性の労働率は 13％で
あったのに対し、現在は 60％近くにのぼり、ラテンアメリカ諸国でも高い数値となって
いる。吉田によれば、それは男女がそれぞれの「役割を優先できる環境」が構築されてい
る結果である（吉田，2008，pp. 57, 61─62）。
　3─2─3.　恋愛において人種を気にするか。
　この質問には 90人が「気にしない」と答え、10人が「気にする」と答えた。この 10
人の回答内容は表 3にまとめた。回答者の人種は筆者の判断で白人、黒人、混血と表記し
た。混血にも白人／黒人に近い肌の色があるが、今回はそれについて言及しない。
　表 3から、人種を気にする人は比較的年齢の高い人に多いことがわかる。10人のうち
50歳未満の人は主に混血であり、60歳以上は 3名とも白人であった。また、前者はキュ
ーバ革命期および、その後の社会主義政権期に生まれた人であり、60歳以上は革命以前
のキューバを知る者である。一般的に高齢であればあるほどまだ黒人に対するマイナスの
偏見が残り、若ければ若いほど偏見が小さい傾向にあると考えられる。とすれば、革命以
前を知っている人には黒人に対する固定観念が残っていることになるが、それは、1962
年までに政府の行なった平等政策が人種差別意識の払拭に対してあまり大きな効果をもた
らさなかったことをも意味する。
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　しかし、この質問に対して 9割のキューバ人が即答で「気にしない」と答えているのも
事実である。また、この質問に関しては何度か聞き返され、質問の意味、特に「人種」の
定義（ここでは肌の色が異なるキューバ人とする）を明確に伝える作業が必要となった。
これは、前述した「人種の無効化」が国民に浸透している結果とも考えられる。しかし、
多数が「気にしない」と回答したことを論拠に、本当の意味で人種概念を「無効化」でき
ていると断言することはできないだろう。「黒人でもない、白人でもないキューバ人」の
形成のためには、まず「黒人、あるいは白人でもあるキューバ人」として行動することを
尊重してほしいという主張も他方に存在することが指摘されている（工藤，2012，p. 228）。
真の「人種の無効化」は、多様な人種の存在そのものを認めることを前提とする。このよ
うに考えれば、「気にする」という回答者が黒人に対する固定観念をその理由にあげてい
ることは、ぬぐいきれない人種差別の表れであり、これからもそういった意識を変える努
力が必要であることを意味する。だが見方を変えれば、この回答者は少なくとも偽りの
「人種の無効化」からは脱却していると言えるのかもしれない。また、「好みの問題であ
る」や、人種の存在を肯定する回答は、本当の意味での「人種の無効化」に迫りうる意識
であるとも考えられる。
　さらに、「人種を語ること自体がレイシズムの現れだと理解する人はまだ多い」（工藤，
2012，p. 230）と述べられているように、こうした話題がまだタブーであると認識している
回答者も多かったのかもしれない。しかしこの質問ではあくまで「恋愛において」という
前置きがあったため、今回「人種を気にする」と答えた人が本質的に人種差別的な考えを
持っていると断言することはできないだろう。
表 3　「恋愛において人種を気にするか」
性別 年齢 既／未 離婚歴 人種 都市 回答内容
女 60 既婚 なし 白人 オルギン （理由は明確ではないが）私は気にすると思う。
女 48 既婚 1回 混血 STGO＊ 好みの問題である。
男 38 未婚 2回 混血 STGO＊ 好みの問題である。
男 45 既婚 なし 混血 STGO＊ 黒人が好きではない。
男 43 未婚 4回 混血 トリニダー 私はとても選り好みをする。
女 28 既婚 なし 混血 トリニダー 時々（人種を気にする）。
男 49 既婚 3回 混血 CF＊＊ キューバには異なる人種のカップルの多様性がある。
私は人種を気にする。
男 50 未婚 2回 黒人 ハバナ お金の問題よりは気にしない。
女 62 未婚 1回 白人 ハバナ 白人は白人と、黒人は黒人と（同じ人種同士で付き合
うべき）。
女 68 未婚 1回 白人 ハバナ 全ての人種を好きだとは言えない。
＊サンティアゴ・デ・クーバ、＊＊シエンフエゴス
（出所）調査結果から筆者作成
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図 3　「もし結婚するなら外国人とキューバ人の
　　　どちらと結婚したいか」結婚経験別比率
 （出所） 調査結果から筆者作成 
32.7%
4.7%
20%
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71.4%
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80%
90%
100%
結婚経験なし
どちらでもよい
外国人
キューバ人
結婚経験あり
もしも結婚するなら？ キューバ人 外国人 どちらでも
結婚経験あり（55人） 18人 11人 26人
結婚経験なし（42人） 2人 10人 30人
（出所）調査結果から筆者作成
表 4　 「もし結婚するなら外国人とキューバ人の
どちらと結婚したいか」人数
どちらでもよい
58％
キューバ人
20％
外国人
22％
図 2　「もし結婚するなら外国人とキューバ人の
　　　どちらと結婚したいか（国際結婚を望むか）」 
（出所） 調査結果から筆者作成 
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　3─2─4.　外国人とキューバ人のどちらと結婚したいか（国際結婚を望むかどうか）
　この質問に対する回答は図 2、3、表 4にまとめた。この質問の有効回答数は 97であっ
た。まず図 2が示すように、「どちらでもよい」という回答が圧倒的に多かった。これに
は「（その時の）状況による」といった回答も含まれている。また、「キューバ人」あるい
は「外国人」と答えた人数はほとんど差がなく、国民のほとんどが貧困層5）であるといわ
れるキューバ人に国際結婚への願望が特別強いわけではないことがわかる。他方、図 3、
表 4が示すように、結婚経験の有無でそれぞれの回答を比べると大きな違いがみられ、結
婚経験者は未経験者よりも「キューバ人」と結婚したいと答えている。すなわち、一度結
婚したが離婚した人、または再婚した人など、少なくともキューバ人（または外国人）と
結婚生活を経験した人が、もう一度結婚するとしたら「キューバ人」がいいと答えている
のである。その要因としては、キューバ人同士の居心地の良さ、キューバ独特の男女の関
係性などがあげられるであろう。キューバにおける男性優位（マチスモ）について、「男
の威厳とは、母親によって育成される。子供の時から自立を促す教育と環境が、小さくて
も男として強くなることを意識させる。そうやって育った男性が、女性をさらに美しくさ
せる」（吉田，2008，p. 60）と吉田は指摘する。私自身も、キューバにおける女性を大切に
する文化は人種ごとの文化ではなく、キューバ全体の独特なものであるように感じた。経
済的要因に関係なく、こうした文化を共有する同国民同士の結婚を望むのは自然なことだ
と考えられる。
　また、結婚経験のある 55名の平均年齢は 46.77歳、結婚経験のない 42名の平均年齢は
26.52歳（中には学生も多く含む）であった。結婚経験のない回答者の 71.4％が「どちら
でもいい」と答えていることを考慮すると、若年層ほど柔軟な考えを持っていると言えよ
う。「革命後の世代では小学生から異人種と毎日いっしょに生活しているために、遅々た
る歩みではあるが、『慣れ』によって差別意識は解消されつつある」（後藤，2001，p. 53）と
指摘されているように、人種やその固定観念にとらわれない意識は若年層によって共有さ
れやすいと考えられる。
4.　むすびにかえて
　本稿では、キューバにおける人種観、人種問題を歴史的に振り返り、自分が行った調査
結果にもとづいて現在の国民の意識について考察した。マルティやオルティスの思想を通
して、さらには革命政府の政策を通して、「人種の無効化」や「人種主義のタブー化」が
人々の意識の中に定着してしまったというキューバ固有の環境のなかで、経済危機などを
背景に「人種観」が問い直されることになり、キューバは人種問題に再び向き合おうとし
ている。「人種の無効化」が定着していることは今回の調査結果のなかにも見ることがで
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きたが、この「無効化」を本当の意味で実現するためには、キューバ人は様々な人種から
構成されているという事実を認めることが大切である。そのうえで、「人種の無効化」の
もとに隠された未だ残る差別的固定観念、「内なる人種差別」を国民ひとりひとりが認め、
なくしていかねばならない。しかし、そうすることによって、黒人が単純に集団的アイデ
ンティティとして取り扱われる危険性があることも工藤は示している。これまで連帯と平
等の社会主義のもとで生活してきた人々があらためて「人種問題」を指摘され、黒人とし
てのアイデンティティを認識し、「社会経済的に周縁化された」黒人を際立たせることに
なれば、同じように貧困に苦しむ様々な人種の人々の間に築かれてきたつながりに亀裂が
生じるかもしれない、というのである（工藤，2012，pp. 230─232）。キューバ国民の意識に残
る人種観を変えるためには多くの難題がある。しかし、国民の間に「人種の無効化」の理
念が理想として浸透していることも事実である。その点において、キューバが「人種差別
のない国」としての真価を発揮する可能性は十分にあるといえるのではないだろうか。
注
 1）　キューバが貿易依存していたソ連や東欧諸国が 1989年以降経済混乱に陥ったことにより、キュー
バも経済的に大きな影響を受けた。そのような中で 1990年 8月に政府は「平和時の非常時」（el 
período especial en tiempo de paz）を宣言した。これは、全人民の戦争における全面的軍事封鎖を
「戦時の非常時」と呼ぶのに対して付けられた名称であり、ソ連、東欧諸国からの供給の極端なまで
の減少を想定したものである。この最悪の状況を想定した経済統制は今も続いている。これを「平和
時の非常時」または「特別期間」と呼ぶ（新藤，2000，pp. 19─22）。
 2）　『Temas』1996年 7─9月号は「民族と人種」を特集している。「キューバにおける人種関係」
（Juan A. Alvarado）や「人種の偏見─その再生産の構造」（María M. Pérez）、「現在のキューバにおけ
る民族と人種」（Jesús G. Pérez）、「人種関係、調整過程と社会政策」（María C. Caño）などの論文が
収められ、人種差別撤廃のための政策の限界や、生活のなかに残る人種への固定観念の存在について
論じられている。
 3）　オルティスが未だ支持されている証拠として、いくつか彼の論文が再版されていることがあげら
れる。詳しくは工藤（1997）を参照。
 4）　キューバでは結婚または離婚を役所に届ける際、わずかながら手数料が発生する。キューバ人同
士と国際結婚ではその手数料も異なっており、本人たちの合意のみによって結婚や離婚が行われるこ
ともある。そのため、非公式なものも含めるともっと高い数値が見込まれる。
 5）　キューバ国民の給料は職業によって多少違いはあるが、一般的には月 20ドルであると言われてい
る。これは世界的基準に照らすと貧困層となる。しかし実際には 1995年に自営業が許可され、月 20
ドル以上の所得を得ているケースも多い。また、お金がないゆえに教育が受けられなかったり、子供
が働かなければならなかったり、病院に行けなかったりすることもないので、他の国の貧困とはかな
り事情は異なっている。
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